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1. 先生の研究内容・科目の魅力について 

・講義の際に意識していることはありますか？ 

→租税法は「難しい」というイメージが先行し、敬遠されがちな分野なので、受講生の人生

にとって役に立つ知識を、できるだけわかりやすく伝えられるように努力しています。 

・租税法の知識を日常生活でどのように活かしていますか？ 

→毎年の確定申告がそこまで苦になりません。 

 

2. ゼミ生の特徴・特色について 

・私たちは本部ゼミについて、真面目な学生が多く集まっているゼミだと思っていますが、

先生はこのゼミをどんなゼミだと思っていますか？ 

→ゼミ生の皆さんは、自分の力で社会の課題を見つけ、先行研究を分析した上で、具体的な

解決策を考えられています。また、他の人の報告に対して、鋭い疑問を投げかける力も持っ

ています。謙虚な方が多いですが、実力の高いゼミだと思います。 

・ゼミ生の報告内容・考え方にどのような感想を持ちますか？ 

→毎回、所得税や地方税など多様なジャンルで、先行研究を踏まえた新しいアイデアを示し

てくれるので、楽しく聞いています。 

 

3. 先生の学生時代の話 

・どのような学生時代を過ごしましたか？ 

→将来何をやりたいのかしっかり決まっていなかったので、迷いながらいろいろな勉強を

していました。 

先生のプロフィール 

【出身地】 

愛知県 

【専攻】 

租税法 

【近年(2~3 年)の担当科目】 

 租税法 A・B など 

【今ハマっていること】 

 他分野の先生の話を聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

本部 勝大 先生 
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・学生時代にやってよかったことは何かありますか？ 

→専門（法学）以外の会計を少し勉強していたことは、現在の役に立っています。 

 

4. その他 

・先生が考える「優秀な学生」の定義を教えてください。 

→いろいろ考え方があると思いますが、人の話をしっかり聞いて趣旨を理解した上で、自分

の見解を示す方でしょうか。 

・南山に赴任して最も印象に残っていることは何ですか？ 

→赴任当初に、いろいろ人間味のある対応を頂いたことです。 

 

 

 

★ プログレッシブ 本部 ゼミの実態！（2023 年度ゼミ生 18 名） 

★ 本部 先生のトリセツ 

 

 

 

 

 

日々や休暇中の課題              活動内容 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・質問に優しく丁寧な対応をしてくださいます。報告資料作成時や他班の発表を聞いて

不明点があった際には積極的に質問をするのがおすすめです！ 

・学生とは異なる鋭い視点から質問をしてくださり、報告内容に対する理解をより深め

られます。 

【日々の準備、課題】 

・各 Q に 1 回報告があるので、各グループで

報告へ向けた資料作成を行う。 

・授業毎の課題 

…他班の報告を聞いたうえでその意見への賛

成・反対、代替解決案などを述べる小レポー

ト 

【長期休暇課題】 

なし 

・3 人 1 組の班(基本)で、報告や他

班の報告を聞いたうえで質疑応答

に向けた話し合いを行う。 

・報告内容(2023 年度) 

…Q1,2：判例研究 

→提示された判例の中から選択し、

報告 

 Q3,4：立法提案 

→租税法の課題を自分たちで見つ

け、それに対する解決案を提案 

 

 

 

 

 

 


